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研究成果の概要（和文）：日系ペルー人のアイデンティティに関する論文を国際スペイン語文学

学会（クスコ、ペルー）にて発表した。また、もう一本の論文を学術誌で発表した。さらに、

2012 年 5 月にラテンアメリカンスタディーズ国際学会で別の論文を発表する（選考率３３％）

予定である。他の論文はまだ発表するに至っていないが、この研究に関するものは合計で上記

以外に二本書きあげ、校正中である。さらに日系詩人に関する新たな論文に取り組んでいる。

最後に、ペルー、アメリカで実のある資料集め、ペルーでは、日系ペルー人作家との会合、イ

ンタビューができた。

研究成果の概要（英文）：I presented a paper related to the theme of Japanese Peruvian
identity at an international conference in Cuzco, Peru and published an article in a
peer-review journal. I am also presenting another paper at an international conference
(acceptance 33%) in May 2012. I have also written two more articles to be revised and
submitted to peer-review journals. Further, I have started another article on a Japanese
Peruvian poet. During the two years of research, I was able to gather many materials in
Peru and the U.S. and in Peru, I was able to meet Nikkei writers and conduct an interview.
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１．研究開始当初の背景
南米文学には、少数派民族に関する文学
作品批評の数に比べると、日系人を扱っ
た作品批評がとても少ない。1990 年代
後半より、日系人作家による文学、文化
作品、日系人を扱った作品に対する関心
が米国批評家の間で生まれ始めたが、ま

だまだこの分野に関しての研究は、特に
南米文学研究者の間では、少ない。しか
し、日系南米人の存在、社会貢献は、現
在のラテンアメリカ社会、アイデンティ
ティーの構築に何らかの形で影響を与
えてきた。日本では、日系人の移民史に
関する研究、資料は存在するが、日系人
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の国家、アイデンティティーとは何かを
文学を通じて探求した研究が存在しな
いように見える。このような背景のもと、
スペイン語圏南米で一番日系人口の多
いペルーを選び、日系ペルー人がどのよ
うに非日系ペルー人、日系ペルー人作家
によって、文学作品に描写されてきたか
を探求したいと思った。

２．研究の目的
日系ペルー人が日本、ペルーで出版され
た文学作品にどのよう描かれているの
かを探求し、日系ペルー人の国家、アイ
デンティティーとは何かについて研究
することが目的であった。目的を 3 部に
分けた。
（１） 南米日系人の移民史の研究。19

世紀後半に始まった日系ペルー
人の移民史を振り返り、移民が
どのように日系社会、日系アイ
デンティティーを築いていった
かを学ぶ。また、日系社会がど
のように主流 (mainstream)社
会に見なされていたかを学ぶ。

（２） 移民、国境横断、アイデンティ
ティーに関する理論的探求。カ
ルチャルズスタディーズ、ポス
トコロニアリズム、ボーダース
タディーズなどの理論の知識の
獲得。

（３） 日系ペルー人の国家、アイデン
ティティーに（１）と（２）で
得た知識の適用。特に、日系ペ
ルー人アイデンティティーがど
のようにステレオタイプ化し、
どのようにステレオタイプを破
壊されているのかを探求する。

３．研究の方法
（１） 文学作品、理論資料、移民史資

料取得。
（２） ペルー、アメリカの図書館での

研究。
（３） ペルーで、日系社会の知識を深

める。
（４） 学会での研究発表、研究意見交

換、勉強会に参加する。
（５） 学術誌に投稿する。

４．研究成果
文学作品、他の必要な資料を収集し、日
系ペルー人に関しての知識を深めるこ
とができた。ペルー、クスコで開催され
た学会では、日系人文学に関心のある学
者と意見交換することができた。また、
論文を発表し、現在投稿中の論文が一本
ある。 さらに、ペルーでは、日系ペル

ー人のアイデンティティーに関する図
書出版に興味を持つ出版者と日系ペル
ー人作家による文学作品とその批評の
収集を将来の出版プロジェクトとし、第
一回の打ち合わせをすることができた。
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